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「装具難民を救いたい」 

福井総合病院 寺西正辰 

皆様“装具難民”という言葉を耳にしたことはあるでしょうか？脳卒中後に装具を使用することにな

ったが、装具のフォローが行き届かずに身体機能や日常生活動作能力の変化に伴う装具の不適合や破損

に誰も気付かず対応されない方を “装具難民”と表現しています。そのような方を少しでも減らしたい

と思い、装具についての勉強や取り組みを行っているので一部ご紹介します。 

“装具難民”はそもそも私たち医療や福祉の従事者の支援が不足していることにより起きる問題であ

るため、私たちの装具に関する知識不足や連携不足などを解決していく必要があると考えます。数年前

より福井総合病院では、入院中に装具を作成した方へ、退院後に関わるスタッフへの情報共有や患者教

育のためのツールとして、装具手帳を配布しています。加えて、脳卒中リハビリ外来に装具部門という

装具に関する相談窓口を設け、装具に関して不都合な点があれば対応できるようにしています。個人的

な取り組みとして、“脳卒中下肢装具アドバイザー”という資格を取得し、その過程で装具に関する研修

を受講し、知識のアップデートを行いました。また、同じ資格を持つ全国の方とグループワークを行い、

困っている点や考え、行われている取り組みなどを共有しました。どの地域も困っている点は同じであ

り共感できる部分があった一方、自分達にはなかった考えや取り組みから、まだまだ足らないなと感じ

ることも多くありました。 

病院勤務の方は装具使用や作製の際に悩まれることが多いと思います。それは知識や経験が足らない

からという事が多いと思います。自分もまだまだ未熟ではありますが、今回の資格取得に伴って学習し

たことをスタッフに伝達していくことで、解決していけるのではないかと考えています。そして、職場

内だけではなく、会員の皆様とも切磋琢磨して装具療法の質を上げていけると良いと思っております。 

装具療法に関して苦手意識のある方もいらっしゃると思います。自分も若手時代はそうでしたが、先輩

からご指導頂き、装具療法の重要性を認識し現在に至ります。そのため装具療法への苦手意識を持つ方

が減っていくと良いなと思っております。これからもまだまだ自己研鑽を積み、“装具難民”を減らして

いけるように努めていきたいと考えています。 
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2023年 9月 4日付で文部科学省より、2024年 4月開学「福井医療大学大学院 保健医療学研究科 保

健医療学専攻 博士後期課程」の設置について認可されました。博士後期課程では、既存の修士課程にお

ける「神経系リハビリテーションコース」、「運動器系リハビリテーションコース」、「健康生活支援コー

ス」の 3つのコースを統合し、新たに「生活支援リハビリテーションコース」を開設いたします。 

少子高齢化に伴い、働き手不足が社会問題化している中、就労人口を増やして生産性を上げる目的で、

障害者や高齢者を積極的に活用しようとする動きが活性化しておりますが、そのためには働き手である

障害者や高齢者の就労能力に対する対策を行う必要があります。本課程では、障害者や高齢者が企業や

社会で活躍できるだけのスキルを身に着けるための新しい生活管理能力やリハビリテーション技術を開

発できる人材、さらに障害者・高齢者と社会を結びつける技量のある人材及びその指導者を養成するこ

とを目的としております。 

研究指導教員には、文部科学省の厳格な審査を通過した研究実績の豊富な教員が揃っており、入学者

の研究を手厚くサポートいたします。また、福井県内では初めての保健医療学にかかる博士課程の開設

であり、地域に向けて優秀な研究者、地域連携を中核となって推進できる医療者、およびその指導者を

輩出することにも繋がります。さらに、本学園の母体である「新田塚医療福祉センター」の多彩な関連

施設を利用した様々な研究フィールドの提供が可能であることも特色の 1つです。 

リハビリテーション領域、看護領域を含めた保健医療学の様々な課題を解決すべく、学生が主体とな

って研究を進めていけるようご指導いたします。 

 

1. 研究科・専攻の名称 保健医療学研究科 [Graduate School of Health Science] 

保健医療学専攻（博士後期課程） [Doctor Program in Health Science] 

2. 学位の名称 博士（保健医療学）[Doctor of Philosophy in Health Science] 

3. 就業年限 3年（長期履修制度あり） 

4. 指導教員体制 本学 HP博士後期課程の欄をご確認ください。 

（https://www.fukui-hsu.ac.jp/department/graduate/healthcare/） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
職業準備性ピラミットと専門職の役割

職業適性

基本的労働
習慣

対人技能

日常生活管理

健康管理

看護

リハビリテーション

福井医療大学大学院 保健医療学研究科  

博士後期課程の設置について 

https://www.fukui-hsu.ac.jp/department/graduate/healthcare/
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事務局からのお知らせ 12 月  

◆ 会員の動向（令和 5 年 11 月末現在）◆ 

会員数：931名（勤務先会員 883名、自宅会員 48名）、施設数：203施設 

新入会員：50名 、休会者数：18名 、退会者数：24名 

✾士会活動は皆様の会費によって運営されております✾ 

 

◆ 福利厚生について（協会 HP より）◆ 
日本理学療法士協会クラブオフとは? 

「クラブオフ」は、企業・法人・団体が契約する法人会員制クラブです。 

クラブ運営のための費用を本会が負担することで、 会員の皆さまには毎日の暮らしや余暇に役立つ多彩

な 

サービスを、メンバー限定の会員優待料金でご利用いただけます。 

（休会の方のご利用はできません。） 

サービス例 （レストラン・宿泊施設・カラオケ・映画館等が優待価格でご利用頂けます） 

 

 

 

 

 

 

 

【利用するには】 

ご利用いただくにあたり、会員登録が必要です。 

■お申込み・詳細は協会の HPをご確認ください。 

【登録に際しての注意】 

協会では、スタンダード会員（会費無料）」にて契約しています。 

申込ページの「希望する会員スタイル」は、「スタンダード会員（会費無料）」を選択してください。 

※申込初期設定では、グレードアップサービスが受けられる「VIP会員（月額 500円［税別］）」となっ

ておりますので、十分ご注意ください。 

「VIP会員（月額 500円［税別］）」をご希望される場合は、そのままお申込みください。（会費は自己負

担となります） 

【利用開始に際しての注意】 

移動申請時期により、クラブオフ利用開始までお時間をいただくことがあります。ご了承ください。 

クラブオフ ログイン 

• ログイン IDは、日本理学療法士協会会員証に記載の『8桁の協会会員番号』（半角）です。 

• 初期パスワードは、『生年月日の月日』（半角数字 4桁）です。 

※生年月日が 1月 1日の場合⇒初期パスワードは、「0101」となります。 
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◆会員の皆様へ ◆ 

  会員の皆様、平素より当士会の運営にご協力とご理解を頂き厚く 

 御礼申し上げます。 

  5 月 8 日よりコロナが第 5 分類になったとはいえ、昨今では 

 インフルエンザ含め様々な感染症が流行しております。上記制度が 

少しでも皆様のリフレッシュにお役に立てれば幸いです。 

 くれぐれもお体ご自愛下さい。 

 


